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「出張」する映画

現代 日本の移動映画のエスノグラフイー 一

島 岡 哉

はじめに 懐かしの巡回映画 ・移動映画?

巡回映画や移動映画 というと、どこか しら懐か しい響 きが感 じられ るだろ う。巡業映画、

巡回映画、移動映画 などのことばは、明治末期の活動写真=映 画の草創期以来行われて き

た興行形態 を指す。映写機 ・映画 フィルムを各地 に運搬 して上映 を行 うというこのメデ ィ

ア形態は、マルチメディア時代の今 日ではすでに過去の ものになったと捉 えられている観

がある。そのため、巡回映画は、過去の体験 を懐古す る時にノスタルジックな響 きを伴っ

て語 られる。こうした語 りは新聞紙面に も掲載されている。2001年5月7日 の朝 日新聞に

は、次のような投書記事が掲載 された。

小学校の巡回映画で何 を見たかの話になり、飲み屋の客一同が 「稲 の成長 を見た」

「アメリカ人の暮 らし」「上手 な歯の磨 き方」 とさまざまに。「ナ トコと言っていた

のは私だけか しら」 と女将。「あんたの造語 だよ」 と一笑 に付 した ものだか ら女将

はす っか りしょげて。3月21日 の夜 のことで した。記事(映 画を初 めて見たのは

「ナ トコ」)を 読んでびっ くり。早速電話 を取 り上げ女将にわびを入れた次第です。

「飲みに行って注進に及ぶべ きだが」 と弁明しつつ(さ いた ま市、砂辺松博さん)。ω

ここで語 られてい る 「ナ トコ」映画 とは、 占領期 にGHQの 民 間情報 教育局(Civil

I㎡bmlationandEducationSection=CIE)が 実施 した巡回教育映画の通称である(2)。 占

領下に小学生だった人たちは、おそ らく小学校 を会場 として行われたと思われる巡 回教育

映画の体験 を、共通の話題 にして語 り合 っている。

この ような光景には、筆者 自身 もフィール ドワークを行っている最中に しば しば出 くわ

す。筆者はこれまで一貫 して、近代 日本の農山村 における映画文化 を考察 してきた(3)。 イ

(P2001年5月7日 朝 日新 聞(大 阪本 社 版)夕 刊 、3版 、 第3面 。

㈲ 中村 秀 之 「占領 下 米 国教 育 映 画 に つ い て の覚 書 『映 画教 室 』誌 に み る ナ トコ(映 写 機)とCIE

映 画 の受 容 につ い て 」http:〃www.c㎜.hs.h.kyoto-u.acjp1CMN61default.htm
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ンフ ォーマン トたちにも、主に昭和40年 代以前 に行われていた巡 回興行の体験を、 自らの

少年 ・少女時代 の回想 としてノスタルジックに語 る人は多 くいる。おおむね、巡回映画 ・

移動映画 という言葉 は、 どこか しら懐か しい響 きを持っているといえるだろう。

だが、現代のマルチメデ ィア時代においても、巡回映画 ・移動映画は今 も連綿 と行われ

続けている。 しか もその映写場所 は、小学校の講堂や公民館 などの公 的な場所だけに とど

まらない。神社 の境 内、山林のキャンプ場、漁港、企業 など、 さまざまな場所で上映が行

われている。人々は、多様な場所 にスクリー ンを張 って映画 を観 るとい う上映形態 を求め、

何 らかの 目的を持って、移動映写 を業者に依頼 して くる。 そ して、 さまざまな場所が上映

空間に作 り替え られる。 こうした移動映写が もつ意味を探 るために、筆者は、名古屋市中

区に本社 を置 く映画会社 「シネマ雄」へのインタビュー調査 と、 同社が行った移動映写へ

の参与観察を行った。本稿 は、具体的な移動映写の局面 を浮かび上が らせ、移動映写が も

つ可能性 をさぐるエスノグラフィーである。

1.移 動映画の世界 移動映画会社 「シネマ雄」

1-1「 現場 」 への 「出張 」

中部地方の移動映画 を担 う会社のひとつ、株式会社 「シネマ雄」は、名古屋市中区に本

拠をお き、各地への 「出張映写」を行っている。筆者は2004年7月5日 夕方、名古屋の繁

華街 のひ とつ大須近 くの同社の事務所兼倉庫を訪ねた。シネマ雄は、1986年3月 、音響機

器の レンタルなどを一手に行 う(株)光 響社の映画部門が独立 して創設 された会社であ る。

移動映画の担い手は各地方都市 の映画館経営者が多いが、 同社 は、映画館 を持 たない映画

業者である。

映画の 「興行」 というと男性の職業 というイメージがある。 しか も任侠者的性格 をも想

起す る方 もお られるか もしれない。 しか し、シネマ雄の代表取締役 は、マ ダム と形容する

のがふ さわ しい女性、酒井麻由美氏である。同社 の出張映写は、社長である彼女 自身 と、

イ ンタビューに答 えていただいた松浦康弘氏(38)、20代 の女性 スタッフ1人 がほとん ど

㈲ 島岡哉
、2002、 「戦前期日本農村における映画製作 一 奈良県吉野郡上北山村を事例として一 」

『京都社会学年報』第10号 。島岡2003a、 「近代 日本農村の映画体験に関する社会学的考察 一 奈良県吉野郡

野迫川村を事例 として一 」『ソシオロジ』第48巻1号 、147号 。 島岡2003b、 「聞き書 き集一 映画が生み

出す居場所一 」現代風俗研究会編 『現代風俗研究会年報第25号 』河出書房新社。島岡2004、 「近代 日本の

巡回幻燈 ・巡回映画に関する文化社会学的考察一 奈良県吉野郡の農山村を事例として一 」『旅の文化研

究所 研究報告』第13号 、旅の文化研究所。
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担っている。松浦康弘氏(以 後、敬称を略 し、松浦 さん と記す)は 中学時代に映画にはま

り、大学では映画研究会に所属 して映画を撮影 し、その後映画業界 に入 っている。 また、

女性が社長 を務める映画業者が珍 しいとの ことで、シネマ雄は、たびたび地元 テレビ局や

新聞の取材を受けている。

同社の事業内容を、「感動を レンタル シネマ雄」 と題 された カタログも手がか りに し

て概観 してお きたい。同社は、映画フィルムとDVDの レンタル業 を行っている。「フィル

ムレンタル 各種イベ ン ト・学校上映会 ・啓発事業な どに映画会 をぜ ひどうぞ」 と題 した

パ ンフレッ トは、「フ ァミリー」、「女性」、「人権福祉」、「環境」、「エ ンターテーメン ト」

の項 目にわけて映画 をラインナ ップ'している。「ファミリー」には 『ピーターパ ン』(洋画)、

『それいけ1ア ンパ ンマ ン」等 のアニメーション、「女性」には 『女 はみんな生 きてい る』

(邦画)、 『フリーダ』(洋 画)が 、 「人権福祉」には 『老親」(邦 画)、 『戦場 の ピアニス ト』

(洋画)、 「環境」 には 「WATARIDORI』 とい う ドキュメ ンタリーや 『ガイアシンフォニ

ー 地球交響 曲』な ど、「エ ンターテーメン ト」 には、『ター ミネー ター3』 や 『半落 ち』

(邦画)な どのヒ ット作が並ぶ。 レンタル料金は作品によって異 なるが、1日1回 上映の

レンタルで 『ピー ターパ ン」が10万5000円 、『ター ミネー ター3」 が12万6000円 、「老親」

は 「特別料金」 となっている。

同社 はまた、機材のみの貸 し出 しも行 っている。会議 などに使用するプロジェクターの

貸 し出 しは、 コンパク トのモバ イル タイプで11550円 か ら、最 も高性 能のプロフェッシ ョ

ナルタイプが16万8000円 までの価格帯になっている。その他、ス ピーカーや映写用スク リ

ー ンも貸 し出している。

本稿が取 り上げるのは、 ソフ トや機材の レンタル業ではな く、映写機 とフィルムを持 っ

て赴 く出張映写の業務である。パ ンフレッ トには、「出張映写のご案内 映写はお任せ下

さい1」 と題 し、「設備のない会場 は映写機一式をお持ち しての出張映写。映写機のある

会場 は、映写技師を派遣いた します」 と記 されている。シネマ雄の事務所には、 日時 と派

遣技 師を記 したホワイ トボー ドがか けられているが、そ こに記 された 日程表か らは、土

日 ・祝 日には3人 のス タッフが持 ち回 りで映写 しても間に合わない位の依頼があることが

わか る。連 日、スタッフの うち誰かは必ず、出張映写や、そのための事前打 ち合 わせ、お

よび会場の下見に出かけている。

移動映写の業務は3つ に大別 され る。

【16mm出 張映写】

Aプ ラン<体 育館 ・講堂>300名 位～¥84,000～

Bプ ラン<体 育館 ・大ホール>500～1000名 位¥99,750～
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【35mm出 張映写】

会場等お決まりで したら正式見積 り致 します

〈1600w体 育館 ・大ホールなど〉… 概算:¥136,500～

〈4000w屋 内外の大規模会場 〉… … 特別料金

オプシ ョンで ドルビーシステム音響 も承 ります。

【映写オペ レ」ター派遣】

映写機のある会場 に映写技師を派遣 します。

16mmオ ペ レーター1回 上映…¥31,500

35mmオ ペ レーター1回 上映…¥37,800

価格はすべて消費税込み。地方の場合は交通費、宿 泊費等 は別途請求。

出張映写の価格 は、16ミ リと35ミ リの映写機の機種別で異なる。35ミ リの場合は、先方

の会場の状況 によって値段が変わる。 もちろん、35ミ リ映写機は16ミ リよりも大型化する

が、映像はその分鮮明になる。この35ミ リの 「見積 もり」での値段 設定が、どうい う意味

を持っているのか。筆者は、2004年7月 の移動映写にアルバ イ ト学生 として同行 したこと

で、35ミ リ出張上映の苦労 を知ることになる。次節 から、移動映写への参与観察 とイ ンタ

ビューに基づいて、屋 内と屋外双方での移動映画の世界 を記 してゆ く。

1-2.文 化 会館 で の上映(35ミ リフ ィル ム:2004年7月19日)

2004年7月19日 朝、筆者は名古屋市大須か ら、後部に映写機材をいっぱいに積み込んだ

バ ン 「トヨタ ・ハイエース」 の助手席に乗 り込んだ。松浦 さんの運転で、高速道路 を1時

間ほど走 った ところにある農村地帯 ・海部郡佐屋町の中央公民館へ向かう。13時 から、町

役場社会教育課主催の 「親子映画会」が開かれる。社会教育課が所有す る教育映画 『「1

ねん1く み」 シ リーズ1ば んゆ うき』(後 藤 竜二原作 ・東映株式会社教育映像 部、13

分 ・16ミ リフィルム)の 短編 を冒頭に映写 したあと、シネマ雄か ら運んで きた35ミ リフィ

ルムの 『Pa-Pa-Paザ ☆ムービー パーマ ン タコDEボ ン1ア シHAボ ン1』(シ ンエイ動

画=小 学館=テ レビ朝 日、2004年)(4)、 『ドラえ もん ・の び太 の ワ ンニ ャ ン時 空伝』

(DORAEMONTHEMOVIE25THANNIVERSARY、 シンエイ動画=小 学館 二テレビ朝

日、2004年)(5)を 続 けて上映する予定になっている。筆者は、 「35ミリ映写 は2名 以上 で

行わねばならないのに、この 日はス タッフがみんなほかの現場へ行 っているか ら手伝 って

欲 しい」 との依頼 を受けていた。筆者は映画を全 く知 らないわけではない し、だいたい作

業 もわかるだろ うか ら、 とい う見込みからの依頼であった。
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午 前10時 前 に 「現場 」 の公 民館 へ到 着 す る と、社 会教 育課 に挨 拶 を し、準 備 に と りか か

る。 同館所 蔵 の台 車 も借 りて、 ホー ル2階 の 最 後部 座席 付近 に機材 を運 ぶ、,実 は この 会館

は、 映写 室 に16ミ リ映写 機 を備 えて い るが 、35ミ リの設 備 は ・切持 っ てい な い。 そ こで 、

35ミ リ映"∫機2台 、映 写 台 、 各種 ケー ブル、 東宝 か ら借 りた フ ィルム 、 ドル ビー ・プロセ

ッサ ー 、 フ ィルム の 巻 き取 り器 な どの 映写 機 材 ・式 をバ ンに積 み 込 ん で 来た わ け で あ る

(図1)。 す べ ての機 材 の搬 人 に30分 近 くを要 した、,

ま ず 、3階 映 写 室の 高1.i三電 源 に ケー ブ ル を接

続 して2階 ホ ー ルへ 乖 ら し、映 写 川電 源 を確1恥ミ

す る,、次 に、 ホー ル所 イ∫の 「ハ コウマ 」 を借 り

て くる よ うに と筆 者 は 言われ る。ハ コ ウマ とは、

木製 の 四 角い箱 で 、約45cml川 ノ∫の 、1/1ノ∫体 の箱 で

あ る、,映写 台 の足 の.ド にい くつ か ハ コ ウマ をな

らべ る こ とで 、ll'石さ を微調 整す る.1

次 に、映 写台 の セ ッ トをは じめ る,、松 浦 さん

に よれ ば 、移動 映lllli会社 の 腕 の 見せ所 は、 この
図1映 写機材一式

1ビ ー チ で休liを 楽 しむ 人気 ア イ ドル
、 星 野 ス ミレ ど こへffっ て.も フ γ ンに 出 会'・て し ま う ス ミ

レは 、 バ ー ∫・に 変 身 し誰 もい な い 浜辺 へ.し か しそ こ で 、 謎 の タ コ11,り.L、ドク ター ・オ ク トに 連 れ 去 られ

て し ま う ドク ター一・オ ク トは 、 不思 議 な タ コの 機 械 を 全 世 界に撒 き散 ら し、 人問 を思 い の ま まに操 ろ う

とた く らん で い た 浜 辺 に 残 され た バ ー ∫・の コ ピー 人形 は 、 す ぐに バ ー マ ン1}ナ に 連絡 を取 る ス ミレの

大 フ ァ ンの ハ ーマ ン1}」'は 、急 い で救 出へ 向 か うの だ が …1

1咋年 にり1き続 き 、[1映Ilhiドラ え もん1の 併 映 作 と して 登場 す る 「バ ー マ ン1復 活 第2弾 バ ー ∫・こ と、 人

気 ア イ ドルの 星野 ス ミ レ誘 拐'1`件 に 、..1人 の ハ ー マ ンが 力 を 発揮 す る 悪 役 は 、 な ん と ダコ で[li!界征服 を

狙 う 、 ケコ頭 の タコ 博 卜 話 すli國菓は ダ ジャ レ交 じ りで 、 ち ょ・)び りナ ル シ ス トな ドク ター ・オ ク トだが 、

侮 っ て は い け ない ス ミレ.ちゃ ん 奪還 に 闘志 を・燃や して い た ミツ オ こ とバ ー マ ン1号 は 、 タコ ち ゃ ん た ち

の1.1、川1き 攻 撃 と1り乏盤 攻 撃 に よ り、必 須道 具 で あ るヘ ル メ ・ソ トとマ ン トを 奪 わ れ る とい う 大 きな 危機 にi111:lrli

す る!

f【11問の 危 機 を助 け る ため 、 モ ンキ ーの ゾ ー ビー は 大好 きな バ ナ ナ 、 関 西 人の バ ー ヤ ンは タコ焼 き と、 そ れ

ぞ れ の 得意 分」lfを活 か し大活 躍1ノ ＼の 絆 を し・♪か り と見せ て くれ る 、愉 快 な30分 だ 全lk国{'i5:系に て

1あ らす じ解 説 」http://movie.goo.11ejp/coIItents/movies/MOVCSTD1780/story.htnll

マ マ に内 緒 で ∫ツこの 「イチ1を 飼 い始 め たの び 太 しか し、捨 て られ て い た の は イチ だ け で は な

か っ た ドラ え もん は 、 捨 て 犬や 捨 て 猫 を タ イムマ シ ンに 乗せ 、3億 年 前 の 大 自 然へ 連 れ て 行 く 「進 化 退

化 放 射 線1で 、 イチ に 生 きる 術 を 教 え 込 ん だ の び 太は 、[明 日 また 来る よ」 と約 東 し、帰 っ て い っ た 翌H、

肖:び タ イム マ シ ンに 乗 っ た ドラえ もん た ち は、 時 空 の 擾 れ か ら目的 のr・年 後 に た ど り着 い て し まう そ こ

は 、 「進 化 退 化 放 射 線 」 を使 い 劇 的 に進 化 した 、 犬 と猫 た ちの 国 だ った1こ の 記念 す べ き 年 に作 られ た 新 作

は 、 現 代 の 人間 社 会 に 大切 なfl1∫か を教 え て くれ る ス トー リー の びー太の 優 し さが 、 仲 間 た ちの 勇 気 とガ ッ

ツが 、25年 分 の 輝 き を放 つ 人問 匿 界の 征 服 をた くら む悪 役 、 ネ コ ジャ ラの 声 を演 じる の は 、 泉 谷 しげ る

少 しお 転 婆 で チ ャー ミン グな 犬、 チ ー コ には 島 谷ひ とみ と、 ゲ ス ト声 優 も ハマ リ役 ドラ え も んの 切 な い

恋 も登 場 し、 ユ ニ ー クな物 語 が 展 開 して い く 雪こ国 東宝 系 にて

「あ らす じ解 説1http:〃lnovie.goo.neJp/contents/movies∠MOVCSTD・1779/st(】ry.htlnI
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図2シ ネマ雄の映写台 図335ミ リ映写機のセッ ト

35ミ リ映写 機 をの せ る映"∫台 にあ る とい う、、ll央写機 そ の もの は、 どの 裳 拷で も大 して 変わ

らな い もの を使 う,、35ミ リ は重 たい とい う こと もあるが 、 苦労 は 同 じであ る、,し か し、ホ

ー ルでの 映写 の場 合 、電 源 設備 や ホー ルの構 造 、椅.∫・の配 列 は 多種 多様で あ る、.、臨機応 変

に、 ヒ映 会場 の状 況 にあ わせ た 映写 機 のセ ッ トが 要求 され る、 そ れが 移動 映1両の 最 もll'1:労

す る ところで あ る と彼 は 言 う,、シ ネマ 雄の 映写 台 は、 市販 の台 馬 を改 良 し、 ス ク リー ンに

投 影 す る際の 映写 機 の微 調 整 と傾 き補IEが1り'能 に な る ように、1二 夫 して改 良 を加 えた もの

であ った(図2L,最 後 尾0)客 席 と通路 を隔 て る手 す りを また ぐよ うに して 映写 台 をセ ッ

トし、映 写台 の脚 を伸 ば した り、映'り1機 を 支える台 に取 り付 け られ た ね じを まわ しなが ら、

微調 整 をか けて映写 機 を固定 して ゆ く、,

35ミ リ の長編 映1由1の場 合 、 フ ィル ム を何 巻 か掛 け 替えて い きな が ら ヒ映 しな くて はな ら

ないた め、 映写 機 は2台 必 要 となる、,筆者 と2人 で、2台 の映 写 機か ら投 影 され る映像 が

ホ ールの映写 幕 にぴ った り合 わ さる ように位 置を定め 、セ ッ トが完 了 した(図3L,

次 に 、 ドル ビー ・プ ロセ ッサ ー を会館 のPA室 と繋 ぎ、 会館0)ス ピー カーか ら音 声 を出力

す る ように設定 す る、,試 しに1巻 の 冒頭 をかけ てみ る と、 ドル ビー システムの 効 果 もあ り、

ノ イズが 除 去 され、 映 画館 さなが らの ・R低音の音響 効 宋が 得 られ た。 第1巻 を頭 出 しして

映写 機にセ ッ トし、令て の準 備が完 ゴした、,

外 を覗 いてみ る と、 開場1時 間 前で あ る に も

かか わ らず 、 車 に乗 っ て、 母 に連 れ られ たr供

達 が 集 ま って きて い る(図4)。 祖 父母 、 母 、

fと 三 田:代で 見 に来 てい る 人 もい る、,ヒ 映 開始

5分 前 に は、通 路 で の 「座 り見」が で るほ どの

大人 り満 員で ある、,

13:00に な り、 社 会教 育 課長 に よる開 会の挨

拶 が 終 わ る と、 す ぐに 映写 を 開始 す る、,筆 者は 、
図4開 場待 ちの人々
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会館 映写 室 で16ミ リ映,∫機 を操作 して、 冒頭 の 教育 映1由1を終 映 す る、、16ミ リ映1由iが終 わ っ

た後 す ぐに、松浦 さんが 次の35ミ リ映 画 「パー マ ン』 の映写 に 人るた めで あ った。 筆 者は

途 中で ロ ビー に川て 、 フ ィル ム巻 き取 り器を使 っ て映写 終 ∫分 の巻 を巻 き戻す 作業 な どを

行 った、,

『パ ーマ ン』 の映 写1い は ∫・供 た ち も笑 いなが ら座 ってみ て いた,,休 憩 を挟 んで 『ドラえ

もん』 に 人る と、 長編 作 品 で あ るため か 見飽 きて しまい 、通路 を走 りIll【る 低年 齢 の子 供達

も見受 け られ た、,勧 善懲 悪 と動 物愛 、主 入公 の び太 と祖母 との絆 を描 い た この作 品 に涙 し

て いた の は、iこに 人:入達 で あ った,映 写 機のす ぐ横 に座 って いた小 学 校4年 生の 女の 子2

人 組 は 、「(映画館 で)・ll肪 とた け ど、 もう ・llll見た いか ら親 に頼 んで 連れ て きて もらった」

と筆 膏に語 った、、.f供 達 の中 には 「ドラ え もん』 リ ピー ター も結構 いた ようで あ る,,

映 写が 終 わる と、1時 間ほ どか けて 機材 式 を撤収 してバ ンに積み 込み 、事務 所へ 戻 り、

倉庫 へ 機材 を収納 して、 「ホー ルへの 出張 ヒ映」が 終了 した,,

1-3.神 社 の境 内 での上 映(16ミ リフ ィルム2004年7月20日)

筆 者 は前 日に松 浦 さん か ら、 「1川1は 、lll三日に比 べ た らこ んな簡 単な もの か と思 う とお

もい ます よ」 と詫われ てい た,,2004年71」2111夕 方 、筆者 はll1:びシ ネマ雄 の'1`務 所 へ 向 か

っ た。 名llf屋 市 中 区の 「闇 の 森八幡 社」 とい う神社 の境 内で 行 われ る野外 映1由1会を 見る た

め であ る ㌧,'ll日 は 、 八幡社 の 氏 ∫・た ちが 集 ま

る 夏祭 りのliで あ った、、神社 の境 内 は さほ ど広

くは ないが 、 鎌倉ll寺代か ら続 く山緒 あ る神 社で

あ る(図5L,松 浦 さん に よれ ば 、 こ こ で は毎

年 依 頼 を受 けて 映 画 ヒ映 を 行 っ て い る とい う1、

19時20分 か らのLll央 に 間 に合 うよ うに、17時 頃

に 機材 を積 み 込ん で 、地 ド鉄 金lh駅 近 く0)八 幡

社 に向 か った1、機 材'は16ミ リ映'ゲ 機1台 、 ス タ

ン ドタ イプ ス ピー カー2台 と電 源 、 コー ド類 と 図5八 幡社境内

1闇 の 森 八幡 欄 祭 畜lliは一i吹 に 応 畜1リく1;!
、 左 にll徳 ノく・;1、、 右 に 神宮1;り【↑を 祭 る 棟 札 に よ れ ば 、

永1Ei'八 年ll52D御 砦見道 灌 等が 造 営 した と あ る こ の 社 は 貯、 若宮 八幡 と も称 し、 創 建 は 占 く、鎌 倉時

代の 頃 よ り集 落の 中 心 と な って い た け己張1、劇 に.よれ ば 、創 建 を源 為 朝 と しr('お り、 木殿 の 西 に 為朝 使 川

σ)武 具 を埋 め た とい わ れ る鎧 塚 が 残 っ て い る

深 田 【rl'}剖巽、 尾 労乏,占:、愛'知リ1し網;ヒ子き料1:rJ行会 、1979
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図6境 内のスクリーン 図716ミ リ映写機(左 は松浦さん)

フ ィル ム、 ヒ映開 始 前や休}慰時 間 に 貯楽 を流 す ため の ラ ジカセであ っ た。

八幡社 に はベ ビー カ ステ ラや リ ンゴ飴 の屋 台が で てお り、・∫・供達 が徐 々に集 まっ て くる。

勤 め を終 え た保護 者に連 れ られて 参拝 にや って くる家 族 も次 第 に増 えて くる,,松llliさ ん は、

八幡 社 の裏rか ら境 内 に バ ンを乗 り人れ る と、後 部の ハ ッチ を開 けて 映写 機 をセ ッ トし始

め た1、松浦 さんが到 着す る前 に、氏 ∫・の 男性 た ちは、 本殿 横 の空 間 に、 神社が 自作 した映

"∫幕川 の 木組 み を組 み
、:ノ=て、 そ こに シネマ雄が 貸 し出 した映写 幕(16ミ リ ・ス タン ダー ド

サ イ ズ}を 貼 って ス ク リー ンを 疏てて い た ので あ る(図6),,松 浦 さん は、 そ こ にぴ っ た

り映写 で きる よ うに映'ゲ機 を小 さな映 写台 の ヒに載せ 、バ ンの 後部 にセ ッ トした,,そ の 後、

神 社の 境 内 に設置 された電 源 か ら延 長 コー ドを ひ き、電源 を確保 す る、,これ で、 屋外 ヒ映

16ミ リ映 画の準 備 は完.∫ した(図7)、 。 ヒ映作lllllは、 シ ネマ雄 が所 イ∫す る16ミ リフ ィルム

か ら毎 年選 んで か けて い る、,今llilは、『えみ こ と森のチ ビお ば け』『、『ドナ ル ド ・ダ ック』、

『キ ュー テ ィー ハニ ー』、 『デ ビルマ ン』の4本 で あ っ た。 詳 し くは 分か らない が 、い ず れ

も昭和40年 代 か ら昭和60年 代 に か けて、 光響 社 と シネマ 雄が 購 人 した作lllllであ る との こ と

だ った、)

ヒ映 開始 前には、 親 」先連 れが、 レジ ャー シー トなどの敷物 を敷い て陣取 ってい る。 ヒ映 が

始 まる と、 ∫・供達 が お 菓fをfに スク リー ンの 前 に集 まっ て くる、、大 入達 は、少 し遠巻 きに

す るよ うに映1由1を見てい る、、た とえば 、池の端 の石囲 いに腰掛 けた り、木 の切 り株 に座 った

り、参拝 拷の受 付 を して いる巫 女 さん が列が とぎれ る と映Illliを見 てい るな どの 光景 が 見 られ

た、、 ∫・供達 は、映写 機が珍 し くて気 になる よ うで、 光源 を遮 ってみ た り頭 の影 をわ ざと映 し

た りして遊ん でい る。 中 には松浦 さん や筆 者に何 か と尋 ね て くる子 もいた,,夜8時 を過 ぎる

と仕 」言帰 りの 参拝 者が 多 くな り、 遠巻 きに映 画を 見る人こ人達 の数 も増 えて いっ た、,ち ょう ど

チ ビお ば け のfilん で い た 森 が 団 地 に な ・,て し まgた た め 、 ハ ハ とマ マ が 別 の 森 を探 しに 旅 に 川 て

い る いつ も寂 し く過 ご す チ ビお ば け は 、 この 団 地 にli:む え み この 「森 を つ くる 不 思 議 な 木 の 赤 ち ゃ ん1

をII爽っ て 欲 しい と頼 む こ の 作1IIII1は、 教 育 映 画 と して 各 肖治 体 に よ・・て 購 入 され て い る 代 表 的f/hllllであ る
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「キュー テ ィーハニ ー』が テ レビ放1映 され てい

た 頃にf供 時 代 を過 ご した30歳 代位 の 親 た ち

の 中 には 、 オー プニ ングの テ ーマ ソ ングを 日

ず さん だ り、 ∫・供 時 代 を語 り合 って い る 方 も

い た(図8)「1映 画が 終 ゴす る と、氏fの 男性

達 に よっ て映写 幕が取 り外 され、 木組 み が解

体 されて映1山iヒ1映は幕 を閉 じた 、

この 野外 映 画 会 は旬}年行 わ れて お り、 闇 の

森 八幡 社が ヒ映代 金 を 支払 ってい る,,し たが って 、

図8「 キ ューテ ィーハニ ー』上 映 中

境 内で の映 画 ヒ1映:は、 八幡 社側 が 、 」先供 を含 め た氏 二た ち に娯楽 を提 供 す る贈 与 的性 ↑各を

帯 びて い るので あ る、,

次 章 か らは 、松浦 さんへ の イ ンタ ビュー に基づ い て、屋 外L映 の 申込 先、 興行 形態 、野

外映 写 に求 め られ てい る意 味 を 考察す る.そ こか ら、 入 々が 野外 ヒ映 をffう 動 機 を探')て

ゆ く、,

2.屋 外上映の依頼者 たち

2-1.奉 納上映 としての移動映画 一一 奈良県吉野郡天川村 ・天河神社

松 浦 さん は、 シネマ 雄 に移籍 す る 前に は、 三重 県伊勢 市で 映lllli館を経 営 す る(株)伊 勢

レ ックに勤 めて い た、,同社 は現 在 、館 名 を 「進 富座 」 とい う旧称 に戻 し、li宝館 系映 画 や芸

術rl9・ 文 化 的 評価 の 高 い 独 、ヒプ ロ製 作 の 映 画 を ヒ映 す る特 色 あ る映 画館 経 営 を行 って い

る,、移動 映写 もfJし)て いた 同社 で は、 映1由i『地 球 交響 川1』の 龍村仁 監督 か ら、 奈良 県吉 野

郡 天川村 にあ る 天河 神 社で の屋 外 ヒ映 を依 頼 され、松 浦 さんが 出張 映写 を行 った、,

そ の時 のLII央 作llll`1は、 『GAIASYMPHONY地 球 交響llll第 一番』(1992{1{、 龍 村仁 監

督、li本 映llllDと 題 され た ドキュ メン タ リー映1111iであ った、,こ の映lllllには 登lll家0)ラ イ ン

ホ ル ト ・メスナ ーや動 物 保護 活動 家 ・ダフニー ・シ ェル ドリ ック らが 出演 し、 オ ムニバ ス

構 成 を取 って作 られ て い る,,iモ に 、 地球 環境 につ い て 考え る作 品 と して理 解 され てい る。

この 映1呵の 監督 ・龍村 仁 氏 は 、個 人 や団 体 か ら寄 付 を募 る 形で の 映 画製作 を続 け て きた,,

映 画 はi三に、 自iこ ヒ映 会に フ ィル ムを貸 し川す とい う形 で ヒ映 され て きた1,r庄 ヒ映 会の

映写 は シネマ雄 の よ うな代理 店 が担 いrと なった ㍉,シ ネマ 雄 は、酒1卜社 長の担 当で 「中

部ガ イア ネ ッ トワー ク連絡 事務所 」 にな って いる,,
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龍村 監督は、 自らのホームペ ージにおい て、「1989年 の第一番 の撮 影開始以来、私 は

「地球交響 曲」の制作 開始 と完成時に必ず天河神社に詣で、報告 と感謝の神事 をお願い し、

奉納上映会 をさせていただいてまい りました」 と記 している。役行者によって開かれ、修

験 道 と山岳信仰の拠 点であ る 「大峯本宮 ・天河大辮財天社 」(天 河神社)の 氏子 たちも、

監督の意志を快諾 し、七夕祭 りでの奉納上映が行われることになった。そこで上映の担い

手 となったのが松浦 さんであ り、機材 を提供 したのがシネマ雄だったのである。

天河神社 の公式 ホームページでは、神社は次の ように紹介 されている。

「霊山大峯の緑深 い山懐 にいだかれた ここ天河神社 は役行者や空海、天武天皇の太

古 より聖域 として崇め られなが ら川の流れの如 く星の瞬 く如 く、如何 なる権力 にも

組せず"あ りのまま"で 在 り続けてきた場処」。

この天河神社の もつ信仰心 と、『ガイア ・シンフォニー』で描かれる世界観 とが合致 し

て奉納上映が行われることになったのだろう。「第一番」のパ ンフレッ トは、映画の制作

意図をこう記 した。

「あなたの声 を、風 は、確 かに聴いているんです。 山だって、耳を澄 ましてい る。

花や樹 はあなたが呼 びかけているこ とを、 もうとっ くに知 っています。地球(ガ イ

ア)の 声がきこえますか。」

自然環境や地球環境 を謳ったこの映画は、「地球交響 曲」 の名が示す ように、現在一番

か ら五番 まで制作 されている。1992年 の七夕祭 りでは 「一番」を神社 の 「外」で上映 した

と松浦 さんは語る。「二番」の時は 「参集殿」の中での上映であった。以後 「三番」「四番」

も参集殿で上映を行っている。

この 「奉納上映」は、監督の願い もあって現在 も引 き続 き行われている。本年度の 「五

番」の上映時には、映画 フィルムを使 わないデジタル ・コンテンッでの屋外上映を行った。

2004年 、大峰道が世界遺産に登録 された後の7月27日 、天河神社の 「氏子中七夕燈籠流 し

実行委員会」 は、ホームページ上 に七夕祭 りの案内を掲載 した。

暑中お見舞い申し上げます。

お陰をもちまして七月一日、待ち望んでおりました 「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登

囲 「ガイアシンフォニー」の公式ホームページは
、これまでの観客動員の経緯を次のように記している。

このまぎれもない 「生命の摂理」を私達ひとりひとりが、日常生活の場で、政治、経済、教育、科学、芸

術、文化の場でフト思い出し、ほんの少 し生き方を変え、選択を変えることが、病める地球を癒 し、健康

で豊かな未来を築 く鍵になる、というのが映画 「地球交響曲」のシリーズの願いでした。 このシリーズは、

20世 紀末の10年 間に第一番から第三番まで3本 の映画が完成 し、観客自身による活発な自主上映活動によ

って、180万 人 を越える観客動員を果た しました。

http://www.gaiasymphony.com/co-g 5 - 1 html
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録 されました。先日斎行されました例大祭において、多 くの氏子崇敬者の皆様と共に登録を御祝い

し、賑々しい本年の例祭を納める事ができ、これもひとえに皆様の日々のお祈りの賜と心 より感謝

申しあげます。

さて、来る八月二十二日(旧 七月七日)の 七夕祭にお きましても、世界遺産登録記念七夕祭と称

しまして、左記の通 り御斎行申しあげます。

前日二十一・日には、映画監督 ・龍村仁様をお迎えしての最新作 「地球交響曲第五番」の奉納上映

も予定されておりますので、お一人で も多くお誘い合わせのうえ御参拝賜 りますよう御案内申しあ

げます。

記

大峯奥駆道 ・霊峰 「弥山」 世界遺産登録記念七夕祭

平成十六年八月二十 一日(土)～ 一=十二日(日)(旧 七月七日)

二十・…日 午後七時 慶祝 「龍舞」兵庫商業高等学校龍獅團 一行(於 斎庭)

午後七時半 「龍村 仁監督 御講演」(於 能舞台)

午後八時半 最新作 「地球交響曲第五番」奉納上映(於 斎庭)

※雨天の場合は参集殿となります(以 下省略)

天河神社の告知が示す ように、神社の 「斎庭」における映画上映は、明確 に 「奉納上映」

として位置づけ られ行われ続けている。 このことは、民俗学の知見 を借 りるならば、かつ

て境内で奉納の意味を込めて行われていた芸能上演が映画上映に変わっている、と見るこ

ともできる。

2-2.夏 祭 りと漁協社屋の新築祝い 一 三重県度会郡南島町 ・奈屋浦漁港

松浦さんが映画業界に入って初めて移動映写に行 った所は、三重県の漁港 だった。三重

県の志摩半島か ら国道260号 線 を南下 した先にある、度会郡南島町の奈屋浦漁港 である。

奈屋浦の漁業協 同組合 は、船着 き場 に新社屋を完成 した。「天皇祭」 という奈屋浦の夏の

節 目の祭の 日に、社屋 の完成祝いが重ねて行われる。漁協は、その 日に出張映写を依頼 し

て きたのである。

松浦さんが奈屋浦に行ってみる と、新築祝いの花火が上がっていた。 この ときは、漁協

の船着 き場にス クリー ンを立て、映写機 をセ ットして上映を行った。お祝いムー ドもあっ

て盛 況だった との こ とであ る。 ちなみ に、当 日は(株)伊 勢 レックを取材 に来てい た

NHKも 同行 してお り、漁港 での移動映写の姿 を撮影 し続けた。漁港 での映画会の姿 は後

日放送された とい う。
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漁港での屋外上映は、夏祭 りでの娯楽提供と漁協社屋新築のこけら落としを兼ねた映画

会であった。

2-3.客 寄せのための野外上映

2-3-1.三 重 県尾 鷲市 ・A鮮 魚店 店舗拡張祝い

移動映写は、商店の駐車場で も行われている。 シネマ雄は、尾鷲の鮮魚店か らの依頼 を受

け、駐車場(広 場)を 会場に して映写することになった。このような場合は、下見が不可欠

になると言う。 まず電源を確保するため、配電盤 と電圧 を確認 し、映写機の設置場所 を決定

する。次に、スクリーンを建てる場所を探す。駐車場上映の場合 は、映写幕 を張る場所がポ

イン トとなる。商業施設の場合、映写幕を張る枠 を持ち込むか、2階 か3階 の窓枠からひも

でスクリー ンをつるす方法を取 る。松浦さんは、2日 間ともに屋外上映をす ることで話をま

とめた。依頼主は、買い物客に家族連れが多いことを考慮 し、アニメ映画を希望 して きた。

1日 目は 『となりの トトロ』、2日 目は 『セーラームー ン』が上映されている。

しか し、三重県尾鷲市 を含 む東紀州地域 は、年間総雨量 日本一の多雨地帯である。結局、

雨のため野外上映は不可能とな り、スクリー ンカーテンを急遽利用 した屋内上映になった

とのことである。

この移動映写 は、店舗拡張 を祝 って、店が顧客達に用意 した 「祝儀」 としての意味合い

を持 っている。その上 で、店側 は映画 による集客 をはか り、収益増を目指すのである。

2-3-2.名 古 屋 市 ・Bス ー パ ー 駐車場での定期的上映

シネマ雄の常連客には、スーパーマーケットの経営者がいる。 このスーパーは、名古屋郊

外に店舗展開を行っている郊外型小売店の1つ である。彼は、集客動員 と宣伝効果 も兼ねて、

駐車場での野外上映 を依頼 して来るという。映写電源は店の配電盤から取る。スクリー ンは、

店舗の細長い壁 を利用 し、2階 から紐で吊 して設置する。 こうした場合、会場の大 きさによ

ってスクリーンサイズ(ビ スタ、 シネス コ、スタンダー ドの3種 類)を 決定する。

映画上映の 日になると、店主は広告に激安商品を掲載する とともに、 自ら屋台の店主 と

なって売 り上げア ップを図る。松浦 さんは、『名探偵 コナン』のような人気 アニメ映画 を

上映することで、大人 と子供両方を集客することがで きるのではないかと語 る。店主が 自

ら1本100円 の焼 き鳥 を屋台で売 り、綿菓子やお菓子の特売 を行 っている。野外映画の日
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は、神社の縁 日の ような光景がスーパーマーケ ットの駐車場で繰 り広げられている。

2-3-3.下 呂温 泉 ・乗政 キ ャンプ場 山林での野外映画

中央高速道路 の中津川インターチ ェンジを降 り、国道257号 線 を下呂温泉方面 に向かっ

て1時 間ほど走った所 に、「下呂温泉 ・乗政キ ャンプ場」がある。 このキャンプ場 は7月

上旬か ら9月 上旬までの季節営業で、低価格のため長期滞在者 も多い。 シネマ雄は、地域

の青年会議所か らの依頼 を受け、山中で映画の上映を行 うことになった。主催者の青年会

議所 は、国有林内にあ り周囲に何 もない環境にあるキャンプ客達のために、一時の娯楽 と

して映画 を提供 しようとした。

松浦 さんは、山林での映画上映を行 うために会場 を下見 に行き、悩んだという。 まず電

源をどうやって確保するか。次に、山林の中に安定 したスクリー ンを貼 ることがで きるか

どうか。 この2点 が難題であった とい う。電源の問題は、地元の電気屋 さんに依頼 し、長

大なコー ドを引っ張って解決 した。スクリーンは、青年会議所の方々にも手伝って もらい、

2本 の木と木の間にポールを架けてスクリー ンを張った。 これで映画上映そのものは可能

になったわけである。

ところが、 日が落 ち始めてから珍 しい映画上映に集 まって きた観客に とっても、映写を

担当する松浦さんにとって も、思わぬ落とし穴が待 ち受けていた。周 りが山林で暗いので、

映画の光 に虫が大量に寄 って きたのである。見ている観客に とっては、真っ白なスクリー

ンに映 し出 された主人公の顔の部分 に、大 きなカブ トムシや蛾が張 り付 き、黒点だ らけの

映画 を見 ることとなった。一方の松浦 さんに とっては、35ミ リ映画は12～13分 毎に1巻 ず

つフィルムを掛け替えなければな らないのに、映写機の光源に虫が飛び込んできて顔に当

た り、なかなか思うようにいかなかったと笑いなが ら語った。帰ってか らフィルムを巻 き

戻 してみると、フィルムにアシナガバチの死骸が挟 まっていたこともあったそ うである。

松浦 さんは、山林映写の体験はかな り過酷で、それでいて笑える体験であったと語った。

2-3-4.三 重県伊勢市 ・伊勢内宮前 「おかげ横町」 活動弁士付ライブ

伊勢内宮前 「おかげ横町」は、地元伊勢の名産 「赤福」の製造販売会社が創設 した レジ

ャーパークである。その名が示す とお り、江戸末期の 「おかげまい り」の際の伊勢の町並

み を再現 した作 りになっている。そのなかに、「おかげ座」 とい う歴 史展示館がある。 こ

の レ トロな建物の前 で、シネマ雄は3度 、野外上映を行っている。チャー リー ・チ ャップ
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リンや阪東妻三郎主演のサイレン ト映画 を上映 し、活動弁士のパフォーマ ンスをつけた野

外上映であった。

ここで再現 されたのは、明治後期 に映画が 日本に輸入された際 に行われていた、活動弁

士付の屋外上映の姿であった。

2-3-5.国 営 木 曽三川 公 園 お祭 りイベン トにおけるアニメ映画

シネマ雄は、 日本最大の都市公園 「国営木 曽三川公園」内にある 「138タ ワーパ ーク」

(愛知県一宮市)内 で開かれた 「サマー フェス タ」で も屋外上映を行った。実施者が依頼

した 「企画屋 さん」(イ ベ ン ト会社)か ら直接依頼があった と松浦 さんはいう。2003年7

月19日(土)～8月31日(日)の 会期内に、「ちびっこ野外映画大会」 と題 されたイベ ン

トでは、8月2日(土)『 鉄腕 ア トム』、9日(土)『 アイスエ イジ』、16日(土)『 名探偵

コナ ン』、17日(日)『 リロ&ス ティッチ』、30日(土)『 ワンピース』の計5回 の上映 を担

当 した。上映場所 は野外ステージであった。

この企画は、サマーフェス タの恒例行事 になっている。2004年7月18日(日)～8月31

日(火)の 会期中に も、7月24日(土)、8月7日(土)、8月13日(金)、8月14日(土)

の計四 日間、19:00か ら20:30の 時間帯で 「ちびっこ野外映画会」が行われた。 このサ

マーフェス タは会場への入場料 も無料であ り、映画会 も無料に設定されている。 フェス タ

への来客 は多 く、主催者は無料 シャ トルバスを運行するなどして対応 している。 しか もフ

ェスタの映画会では、マ ンガ雑誌 『週刊少年ジャンプ』連載中の大 ヒッ ト作品 『ワンピー

ス』の映画化第5弾 作 品 『ワ ンピース 呪われた聖剣』 などの人気 アニメ映画が上映 され

る(8月7日)。 そのため、上映前か ら親や子供達 によって陣取 り合戦が繰 り広げ られる

と松浦 さんは言 う。

松浦 さんによれば、8月7日 の当日、映画上映開始前 に雷 と暴風雨に見舞 われ、陣取 りを

していた家族10数 組が、屋根のあるステージに避難 してきた という。風であお られるス クリ

ー ンを押さえながら雨が止むのをみんなで待 っていた。19時 に雨が止んだ後、観客は映画上

映は中止 だと思 ったようで、少 しずつ帰 り始めた。松浦 さんが 「映写機動いた らや ります

よ!」 と叫んだ ところ、残 っていた観客達は大喜びだったという。地面がずぶぬれだったた

め、観客達に各 自倉庫か ら椅子 を持 ってきてもらうように依頼 し、映画 をスター トさせた。

上映終了後 も、椅子の片づ けを依頼すると、観客達 はみな協力 して くれたとの ことである。

雨は屋外上映を不可能にするが、逆 に雷雨 と暴風 という 「す ごい状況をともに過 ごした仲間

意識があったのかも」、「ああいうのは初めてだった」 と松浦 さんは述懐 している。
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これまで2章 では、シネマ雄 に出張上映 を依頼す る人々について、松浦 さんへのインタ

ビューに基づいて考察 して きた。3章 では、 シネマ雄の事業の柱 のひとつである 「教育映

画」の販売に焦点を当てる。

3.社 会問題の縮図 教育映画の購入先と上映先

「シネマ雄」 には、「東映株式会社 教育映像部」 と 「共和教育映画社」が作成 した販売

カタログがある。「教育映画」はビデオソフ ト化 されてお り、その販売 は同社 の事業の柱 の

ひとつ となっている。松浦 さんは、これほ ど時代性を反映す るものはない とい う。共和教

育映画社の カタログは、「児童劇」「アニ メーシ ョン」「社 会教育」「学校教育/一 般教養」

に作品群 をジャンル分け している。では、「社会」 を 「教育」す るフィルム とは、具体的 に

何を扱っているのだろうか。 シネマ雄の事業内容 と、2004年6月1日 版の同社 のカタログ

お よび東映株式会社教育映像部が発行 している2004～2005年 度版 「東映映像 カタログ」か

ら、教育映画の作品内容 とその上映依頼先 ・購入先の人々の姿を浮かび上が らせ る`9}。

3-1.交 通安全映画会

時代性が もっ ともはっきりと現れるのは、警察署が、学校や公民館 での交通安全指導の

ために購入する 「交通安全 映画」である。少 しで も古 くさくなる と見ている側が全 くリア

リテ ィーを感 じない。写 されている車種や道路状況 などが新 しくない とそれでもうだめな

のだ、という。 たとえば、子供達 を相手 に交通安全指導映画 を見せ る際 に、写 されている

車種 があ まりに も古い と、指導ではな くお笑いになって しまう。 また、子供の 目線で撮影

された交通安全 映画は、 コンビニエ ンスス トアの進出などの都市 の変容 をはっきりととら

える。そのため、交通安全映画は毎年のように制作 されている。購入す る警察署側 も、所

蔵映像 を検討 し、新規購入 を定期的に行っている。

3-2.人 権啓発映画会

「教育映画」の中で も、 もっとも購入本数が多いのが、官公庁が行 う 「人権啓発映画」

である。共和教育映画社 のカタログでは、以下の2本 が大 きく扱 われている。映画の題名

「9'社会教育映画には
、社会福祉や高齢者、障害者 とのふれあいを描いた作品群がある。このジャン

ルの作品にはあまり変化は見られないため、本稿では省略する。
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とキャプシ ョンは次のようなものである。

『風かよう道』 ・「21世紀 はITと 人権の世紀一 差別を生み出す古い因習 とコンピュ

ー ターを悪用 した人権侵害を問う」

『セ ピア色の風景』 「笑い と涙で綴 る感動の人権啓発 ドラマ」

松浦 さんは、「人権映画会」へ の出張上映で依頼 される映画作品は、 ドラマが多い とい

う。 この種の ドラマには著名俳優が1人 か ら2人 、必ず起用 されてお り、「見 る側がとっ

つ きやす い」か らで もある。『風か よう道』には 「水戸黄門」 シリー ズの 「うっか り八兵

衛」役 で有名な高橋 元太郎、『セピア色の風景』には同 じく 「水戸黄門」 シリーズで活躍

した伊吹吾郎や、女優 ・石野真子 らが出演 している。

人権啓発のための映画は、女性差別の問題がマイノリティー差別の問題 と接合 されてい

るように、立体 的な作品構 成を取 るようになっている。 たとえば、『女性 と子供 と母親』

は、「キャリアウーマ ンとして働 く女性 と、幼い子供 を持つ母 親が同和問題に直面 し、悩

みなが らも、差別解消に向かって行動 してい く姿を描 く人権学習教材。女性差別、在 日外

国人差別の問題 を学習 してい く」作品である。

近年の教育映画 は、人種概念 も適用 した人権教育 を目指 してい る。『愛は海 より深 く』

には 「サ ンコンは語る一 僕 の肌、黒 いで しょ… 肌 の色隠せ ないの。僕思 うの、心の問

題が差別 をな くして くの。だって、同 じ地球 に住 む人間だもの…1」 とキャプ ションが

付け られている。ギニア出身でテレビで も活躍するオスマ ン ・サ ンコン塗主演 とし、 アメ

リカ出身で同 じくテ レビでも活躍す る帝塚山学院大学教授 ・ジェフ ・バークラン ドを助演

として起用 している。 この作品は、温泉につか りなが ら、2人 が不当な人種差別について

語 り合 う構成 を取 っている。

こうした 「人権 映画」作品は60分 前後の作品が多い。だが、松浦 さんぱ、かつての出張

上映で、 これ らの作品群 を朝9時 か ら夕方4時 まで、2日 間にわたってぶっ通 しで映写 し

たこともあるとい う。この種の 「人権映画」の製作本数の多 さと定期的な上映会の実施 は、

逆 にとらえれば、未だに残 る差別意識の根強 さと、人権問題の解決には羽難な道の りが ま

だあることを示 しているとも考えられる。

3-3.学 校 映画 会 子供向け ・保護者向け ・教師向け

子供 をテーマ とした教育映画 も多数制作 され、学校での映写 に使 われている。『いのち

輝 くとき』一 「虐待 は命の問題です1」 と題された映画は、若夫婦 による子供の虐待を

描いている。学校映画会は、幼児虐待の ような社会問題を考えるために、保護者 を対象に
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して行 われている。こう した時 には、親の教育責任 を明確 に した 『少年犯罪 と親の責任』

(文部科学省選定 ・2000年 教育映像祭優秀作品賞)な どの映画作品 も使われる。この映画

に関 しては、学校の講堂などでの映写 を目的 として、あるいは 「シネマ雄」のような移動

映画業者の購入用 として、16ミ リフィルムが20万4750円 で販売されている。

前出の2つ の作品は保護者向けの映画だが、子供 自身 に見せることを意図してつ くられ

た東映教育映画の リス トを見る と、『アルコール』『たばこ』『薬物乱用』がすでに小学生

対象の映画に指定 されている。小学生を取 り巻 く環境の変化が、依存症対策映画の低年齢

対象化 という形で現れている。

かつて 「学校映画」 は、教師が児童 ・生徒 ・保護者に教育映画を見せ る上映形態 を指す

こ とばであった。 だが近年は、学校映画 とは児童 ・生徒 ・保護者のための映画会だけを指

す言葉ではな くなってい る。教員研修用映画 として東映は 『教師のための 不登校Q&A

一 子供の心 と向 き合 うために』、 『スクール ・セクハ ラ 全2巻 』 などをビデオ化 し販売

している。 これ らの映画 リス トは 「現 職教師」 と題 された項 目に含 まれている。近年、

「学級崩壊」や 「教師の指導力不足 ・不登校」が 問題化 され論 じられている状況がその ま

ま現れている。 この状況 を打開する作品 として、東映 は 「NHKビ デオ 生徒の心をつかみ

たい」 との副題 を持つ 『スクールカウンセ リング』(パ ー ト1、 パー トH)を 販売 してい

る。これは、NHKの ドキュメン ト映像に、早稲 田大学人間科学部で学校カウンセ リングを

専門 とする菅野純教授が解説を加えなが ら、教育技法 と実践 を提示 した作品であった。

学校映画は、児童 ・生徒 ・保護者のみ ならず、かつては上映す る側であった教師を教育

しなおす という視線 を持 ちは じめている。現代の時代状況 と社会問題を反映 しなが ら、教

育映画の製作 ・販売 ・上映は連綿 と行われている。

3-4.教 育 ・研 修 映画 会 公務員と会社員

最後 に、 もっとも上映形態が意識 されに くい映画上映 を扱 ってお く。それは、企業や官

公庁での教育 ・研修のための映画上映である。職場を取 り巻 く諸問題 を映画化 した作品は

多岐にわたるが、 もっとも問題意識を先鋭 に映像化 しているのが この種 の映画上映に使わ

れる作品である。『セクハ ラの代償』 『セ クシャル ・ハ ラスメン トと女性 の人権」『公正な

採用 と選考』『転落の構 図』『公務員倫理』 などの直接的 タイ トルを持つ短編映画は、企業

の人事部 などが購入 し、研修に使用 されている。これらの公務員や社員教育用の映画が扱

う領域は、従来の職場での男女差別や雇用慣行の改善だけにとどまらない。『転落の構 図

イエ ローカー ド」 は公務員の収賄 を、『多重多額破産への道』はパチ ンコ依存症 によるパ
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チ ンコ破産 を 「普通のサ ラリーマン」 を主人公 として描 く。法務省人権擁護局が企画 し製

作 された 『ザ ・会社 えせ同和行為 をな くすために』は、企業担当者向けの対応マニュ

アル映画になっている。

年功序列制が崩壊 し、 リス トラや不当解雇が行われる現在、この ような状況に直面 した

時に人生を考えるための映画 『ハーフタイム』が 「中年の危機」を扱 って製作 されている。

さらに最新作 では、『男が立ち止 まる時 一男の更年期 を考える』 と題 され、近年社会的

認知 を受 けつつある 「男の更年期」概念を取 り入れた研修ビデオも作成 されている。

この種 の教育研修映画会の姿は、限られた場所で限 られた人が見るだけであるため、ほ

とん ど表面 にでることはない。出張依頼 も頻繁にあるわけではない。 しか し、映画上映や

ビデオソフ ト購入 という行為そのものが、購入先の会社や官公庁の立場表明となるという

性質を持つ。つ まり、人権 問題や社会問題 に取 り組んでいるという立場表明 ともなるのが、

ビデオソフ ト化 されたこれ らの商品の購入である。私がフ ィール ドワー ク先で役場にお じ

ゃまし、教育委員会の部屋 などに入る と、必ずこれ ら 「教育映画」のビデオソフ トや過去

に購入 した映画 フィルムが、棚の中に詰め込 まれている。

教育映画 とは、逸脱、性暴力、犯罪、青少年問題 などの社会問題の縮図なのである。

おわ りに 移動映画の諸類型

マルチメデ ィア時代 を迎 えた今 日、あ る映画作品 をみたいな らば、映画館で見る以外に

も、 レンタル ビデオやDVDで の鑑賞、あるいはイ ンターネ ット上で公開されるファイルで

の鑑賞 など、 さまざまな鑑賞形態 を選択することがで きる。 しか し今でも、人々は連綿 と

野外上映 を依頼 し、上映 を行い続けている。「お わ りに」では、本稿 で紹介 した事例 の考

察 を通 して、移動映画の類型化を試み、結論 としたい。

まず、常設映画館での映画観覧 という観覧形態 と移動映画会の大 きな違いは、上映の担

い手 と集 まって くる観客 とが密接 に関わっている点 にある。主催者は設営が終われば観客

となるわけである。次に、2章 で紹介 した事例のうち、天河神社 と闇の森八幡社 での屋外

上映は、それぞれ 「奉納上映」 と氏子への贈与であ り、漁港での屋外上映会 は祭 りの出 し

物の1つ であった。この3つ は、近世的芸能上演形態の現代版である と捉 えることができ

る。映画の上映によって参拝者や氏子 たち、参加者 を集めることが 目指 されていたのであ

る。 この観点か らは、山林のキャンプ場での屋外上映も、青年会側か らキ ャンプ客へ の贈

与的性格 を帯 びている と考 えることが で きる。町役場主催の親子映画会 も入場料 は1人

300円 とい う低価格 設定であるか ら、町の社会教育課が地域 の親子たちに安価で映画 を贈
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与 している と捉 えることも可能である。 また、鮮魚店、スーパーマーケ ット、おかげ横町、

三川公園での上映は、映画上映 によって 日常的空間を祝祭性 を帯びた空間に作 り替 えるこ

とで、買い物客な どの集客動員 を狙 うものであった。2章 で考察 した事例は、人々は、屋

外映画会が持つ凝集性の働 きを求めていたことを示 している。

それに対 し、3章 で考察 した教育映画は、限られた空間で限られた人が見るだけである。

教育映画の内容は、 ジェンダーフリー、エスニック ・マイノリティーへの差別解消、情報化

社会の落とし穴、子供の犯罪、収賄やギャンブル依存 などの逸脱、エイジングを考えるもの

な ど多岐にわたっていた。 ジェンダー論や逸脱論などを収録 した社会学の教科書に もひけを

取 らないラインナ ップで構成されてお り、最先端の社会問題についての考え方を取 り入れた

内容になっている。ところが、こうした教育映画は、購入数が多い割 には上映会数は少ない。

また、松浦さんのインタビューにもあったように 「2日 間ぶ っ通 し」の上映もおこなわれる。

しか し映画を 「ぶっ通 し」見たら、映画の内容 はほとんど飛んでしまい記憶に残 らないこと

は想像に難 くない。この点 を考えてみれば、最先端の社会問題 を描いた教育映画の上映会は、

映画の内容 よりも、映画 を見る行為そのものに意味があると捉えることがで きる。 しか も、

この種の映画 を見る人々は、いわば義務的に足 を運ぶ人たちであり、購入者の企業や官公庁

もある程度は義務的な購入 を行っているのが現状である。教育映画 は、映画の内容が教育効

果を持つことを期待 して制作 される。 しか し、実際には、映画ソフ トの購入行為その ものや

会場に集まること自体が、重要な要素になっているのである。

本稿 は事例紹介と若干の考察の域 にとどまっているが、今後の継続的調査によって、さ

らに移動映画の世界 と移動映画会が持つ意味の複雑 さを解 き明か してゆきたいと筆者は考

えている。

【参考文献】

加 藤 幹 郎 、2001、 『映 画 と は何 か』、 み すず 書 房。

Jason E. Squire ed, 1983, 

  Schuster. =

The Movie business book International Edition, New York Simon &

ジェイスン・E・ スクワイヤ編、小田切慎平訳、1993、 『映画ビジネス現在と未来』、晶文社。

田中純一郎、1979、 『日本教育映画発達史』、蝸牛社。

中村秀之、2002、 「占領下米国教育映画についての覚書一 『映画教室』誌にみるナ トコ(映 写機)とCIE映

画の受容について一」http://www.cmn.hs.h.kyoto-u.ac.jp/CMN 6 /default.htm
長谷正人,中 村秀之編著、2003、 『映画の政治学』、青弓社。

細川周平、1999、 『シネマ屋、ブラジルを行 く 日系移民の郷愁とアイデンティティ 』、新潮選書。

前田幸恒、1997、 『映画興行師』スタジオジブリ

四方田犬彦、2000、 『日本映画史100年 』、集英社新書。

(しまおか はじめ ・博士後期課程)

京都社会学年報 第12号(2004)



263

  An Ethnography of "Traveling Theatres" in 

Contemporary Japan: A Case Study of a Cinema 

  Promotion Company in Nagoya City, Aichi 

                 Prefecture

Hajime SHIMAOKA

     The purpose of this study is to analyze how people experienced so-called 

"traveling theatres (idou -eiga)" in contemporary Japan . For this purpose, I have 

interviewed members of a cinema promotion company, "Cinema You" in Nagoya city in 

Aichi prefecture. Also, I worked as a staff at one of the screenings of the traveling 

theatres. Based on these ethnographic data, the screenings of this company will be 

investigated. 

     Since traveling theatres are usually regarded as a relic of a bygone age, they 

have rarely been examined in former cultural studies or media studies. In this study, 

other important aspects of traveling theatres will be discussed. By focusing on the 

time and space in which ordinary people watched films, the multiplicity of the 

meanings of the traveling theatres will be presented.
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